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運動イメージに伴なう脳波成分の変動

金城昇
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WalterとYeager（1956)IC･stelloとMcGregor
(1957Aらによって観察されている｡それらによると
cc波は、視覚的イメージなどに伴なって抑制されること

研究目的

イメージといっても感覚像、知覚像、記憶像、心像な

ど様々である。それらは、すべて像として意識されるが、

全体をひっくるめてイメージとしてよぶことがある。心

理学の分野では、とくに心像のみを指してイメージと言

うことが多い。

ところが、運動イメージについては、心像のみを厳密

に区別することはむづかしく、成瀬１１は、「運動に関す

る身体感iM:の像は、感覚像、知覚像、記憶像、心像など

が混然としてひとつの運動イメージが柵成されている」

と述べている。

運動イメージについて追求していく場合、２つの方法

が蓋えられる。１つはイメージに伴なう呼吸、脈波、皮

フ電気反射などの末梢における現象を記録していく方法

であり、もう１つは、脳波（ＥＥＧ）などの中枢におけ

る現象そのものから追求していく方法である。

これまで、運動イメージを描くことによる変化を末梢

における反応から扱った研究は多く、勝部と只木、、渡

辺と猪飼３，プーニ０、らの報告がある。

しかし、連動イメージと脳波の関係について行なった

報告は少<、わずかに1974年に藤田51カＡ連動のイメ
ージの再生によって生ずる電気生理学的変化を分析した

研究においてみられる。その結果によると、８項目にわ

たる単純な動作のイメージを描くことによって、鍛練者

と非鍛練者を比較した結果､ロ帯域の脳波に有意な差が

認められ、鍛練者では、安静時に比べ、α波が顕著に抑

制されたと報告している。しかし、この研究においては、

脳波の導出部位が頭頂一後頭の双極導出であり、正中

線上の部位に限られており、他の部位については行なっ

ていない。また､他の脳波成分についても分析していない。

ところで、視覚的イメージなどに伴なう己波の変化に

ついての研究は多く、ShortとWalter（1954）Ｏ、
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（B）対象イメージについて

実験は、第１実験と第２実験に分けて行なった。

Ｂ－１第１実験

ここにおいては、かなり運動経験のある被検者５人を

対象に、単一な動作のイメージ・複合的な動作のイメー

ジ・視覚的なイ〆一ジ・言語的なイメージおよび視覚的

な注意集中によってどのような脳波変動を示すかをみる

ために行なった。

そのため、次のようなイメージを描かせた。

①右腕屈曲②左腕屈曲③喧脚屈伸④人が右から

左へ移動していくのを週視する③人の名前を順々に

思い浮かべる⑥腕立て伏せ屈伸⑦倒立③倒立腕

立て伏せ⑨け上がり⑪ﾛk泳⑪豆電球を注視する

(1)へｎｏの項目について、それぞれ５回づつ描かせた。

１回のイメージに用いた時間は１５秒間であり、各イメ

ージの後に３０秒～６０秒間の休憩時間を挿入した。

Ｂ－２第２実験

ここにおいては、鍛練者５人と非鍛練者３人の被検者

を用い、複合的な剛作のイメージを描かせた。

ここでは、鍛練者と非鍛練者についての比較、および

i関東者における得意種目と不得恵種目について比較する

ため、次のようなイメージを描かせた。

の倒立②鉄棒のけ上がり③鉄棒の大車輪(非鍛練

者についてはけんすい）④水泳（得意な泳法）

⑤水泳（不得意な泳法）⑥サッカー（ドリブルから

シュートまでの迎統的な動作）③卓球（ラリー）

⑨テニス（ラリー）⑩バレーボール（パス）

以上のイメージ（鍛練者10項目､非鍛練者８項目：⑤

と⑦を除いた）について、それぞれ４回づつ描かせた。

１回のイメージに用いた時間は３０秒間であった。各イ

メージの後に３０秒～60秒間の休憩時間を挿入した。

実験に先立って実験者は、次のような教示を与えた。

「私がスタートの合図をしますから、あなたは次のよう

なことを自分が実際に行なっているものと考えてその様

子を思い浮かべて下さい。私がやめという合図をしたら

考えるのをやめて、休んで下さい。」

実験中、それぞれのイメージの後に、実際にイメージ

ができたかどうかを確かめるために内省を報告させた。

が報告されている。

一方、実際の運動遂行中における脳波変動については

様々な見解があり、変動に関する一定した知見は得られ

ていない。しかし、一般に動作においては、α波が抑制

されるが、複合的動作の習熟化に伴ないα波が再現され
ることについてはいくつかの報告９１がある。

根本・萩原1Ｃｌらは、トレーニングが大脳活動の高い状

態より次第に低い状態において、全身活動が行なえる状

態に変化するものであることを、トレーニング過程にお

ける脳波記録を平行的に観察することによって明らかに

した。

これらのことは、また、全汎的には視覚イメージなど

と同様に、運動イメージを描くことによってα波が抑制

されるが、習熟したと思われる種目においては、他の種

目のイメージよりも意識水準の低い状態でイメージを描

くことができ得るならば、α波が再現されるのではない

かと考えられる。

そこで、本研究では各顧運動イメージに伴なう脳波の

変動について、誘導部位別、イメージ別（名iiliのイメー

ジ）、鍛練者と非鍛練者別にどのような変動を示すかに

ついて比較検討してみた。

研究方法

（A）脳波測定について

被検者は、第１実験において健康な男子５人、第２実

験において健康な男子５人と女子３人であり、脳波上に

異常が認められない者を対象に行なった。

脳波の導出部位は、国際式１０－２０電極法による前頭

部（Ｆ３．Ｆ4）、中心部に３°Ｃｚ・Ｃ４）、後頭部(０２

．ｑ）の各７部位である。それぞれ耳朶に不関電極を

liRき、単極導出を行なった。

被検者は、安静仰臥位で閉眼させ、この姿勢のまま実

験者の教示に従って各種の運動イメージを描かせた。

各イメージに伴なう脳波をFig.１に示すように脳波計

に記録した。

脳波は、脳波計からnＭ.データーレコーダー（ＴＥＡ

Ｃ製：７チャンネル）にいったん収録し、実験終了後、

データーは、α波．O波.β波の各周波数成分について

周波数分析器を通して、さらに積分回路により定凪値を

求め、それをレコーダーに描写させた。

実験中、それぞれのイメージのはじめと終りにＦ、Ｍ、

データーレコーダーへ外部よりトリガーパルスを挿入し、

それによりレコダーのペンを作動させ、それぞれのイメ

ージにおける定量値を求めた。

結果

Ａ第１実験について

本実験においては、種々のイメージ（単一な勤作のイ

メージ・複合的な動作のイメージ．視覚的なイメージ．

言語的なイメージ）に伴なってα波（８～13／もｃｃ）が

どのような変化を生じるかについて、イメージを描いた
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的な動作のイメージ、視覚的注意集中の６項目に分類し

て示したものである。表からわかるように、視覚的注意

集中において安静値の値との間に有意な差を示し、明ら

かなα波の減少がみられる。また、単一な動作のイメー

ジ、視SiZ的なイメージ、言語的なイメージ、複合的な動

作のイメージについては、被検者Shでは単一な動作の

イメージ・言語的なイメージ、被検者Ｎａでは視覚的な

イメージ・複合的な動作のイメージ、被検者鄙では単

一な動作のイメージ、被検者Ｍａでは単一な動作のイメ

ージ・言語的なイメージのそれぞれについて有意な減少

を示している。逆に、被検者Ｓｉでは視覚的イメージ・

言語的イメージ・複合的動作のイメージにおいて有意な

増加を示している。

次に、これを平均値のうえで個々のイメージについて

比較すると、表からわかるように、単一な動作のイメー

ジ・視覚的なイメージ・言語的なイメージについては減

少の傾向を示し、複合的な動作のイメージについては、

堀加の傾向を示しているが、個々のイメージ間に有意な

差は認められなかった。

際の変化を数皿化して示すことによって、種々のイメー

ジについて比較検討した。

Ｔａｂｌｅｌは､種々のイメージに伴なう⑫波の変化を、

それぞれの被検者について示したものであり、Ｆｉｇ．2、

Fig.３，Ｆｉｇ．４は、それぞれ前頭部、中心部、後頭部

の部位別変化を示したものである。

（､~⑩にいたる個々のイメージを平均し、前頭部、中

心部、後頭部について左右差を比較してみると、被検者

個々人の値には個人差がみられる。前頭部では、被検者

Ｓａ､ＮａＳｉの３人について左側が高い傾向にあり、中

心部においてもＳａ・Ｎａ・Ｓｉの３人については同椴の傾

向が認められた。しかし、後頭部については、被検者

Ｎａ・Ｍａでは左側、ＳａＳｉでは逆に右側が高い傾向が

みられた。

次に、前頭部と後頭部について相対的に比較すると、

被検者Ｓｈを除いて、被検者Ｓａ・Ｎａ･Ｓｉについは後頭

部が高い傾向にあった。

TEb1e､2は､(、~⑩の個々のイメージを単一な動作の

イメージ、視覚的なイメージ〈言語的なイメージ、複合

Ｔａｂｌｅ２
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金城：運動イ〆一ジに伴なう脳波成分の変励
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運動イメージを描いた際の変化を、Ｆ３～０２について

汎性的に示したものである。

被検者Ｈａ、Ｍａ、Ｈｓの３人については、イメージの

種類によって噸加を示す場合と減少を示す場合とがある

ることがわかる。それに比べ被検者Ｓａでは、(D~＠の

各連動イメージにわたって全体的に増加の傾向を示し、

被検者Ｔｕでは、逆に全体的に減少の傾向を示している。

Ｂ第２実験について

第１実験では、特に運動経験のある者を対象に種々の

イメージに伴なうoz波の変化を比較したが、ここでは、

特に種々の複合的な動作のイメージに伴なう脳波成分の

変化を鍛練者と非鍛練者について比較検討してみた。

Ｂ－１匹波の変化

Ｆｉｇ､５は、鍛練者における１０項目にわたる各種の
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金城：連動イメージに伴なう脳波成分の変動
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Ｆｉｇ．６は、同様に非鍛練者の変化を示したものであ

る。図からわかるように鍛練者と同様の傾向がみられ、

被検者Ｈｉ、T1aではイメージの種類によって増加、およ

び、減少の傾向を示し、被検者Ｈｏでは全体にわたって

減少の傾向を示していることがわかる。

前頭部（Ｆ３．Ｆ4)、中心部（Ｃ３ｏＣｚ・Ｃ４)、後頭部

（。０．０２）の各部位の変化を示したものが、Ｆｉｇ．７

および、Ｆｉｇ．８である。

Ｆｉｇ．９は､。~⑩(非鍛練者:｡,~③)にわたって

の変化を部位別に、鍛練者と非鍛練者を比較したもので

ある。

まず、前頭部（Ｆ３．Ｆ４）についてみた場合Ｆ３の④
と⑤のイメージ茜除いて、鍛練者が高い値を示している。

中心部(Ｃｓ・Ｃｚ．ｑ）では、Ｃｓにおいて②､③､④、
⑤の各イメージを除いて鍛練者が高い値を示している。

さらに、後頭部（０１．０２）では、０１において⑤、⑥

⑦､③の各イメージ、０２において〔Dのイメージを除い

て鍛練者が高い値を示している。

Ｆｉｇ．１０は、鍛練者における個々の被検者について、

①､．⑩にわたる10項目の運動イメージを平均して部位

別に示したものである。

図において、前頭部・中心部･後頭部のそれぞれについ

て左右差を比較すると、前頭部では被検者Ｈａ､Ｓａ､Ｔｕ

の３人、中心部においても同様にＨａ、Ｓａ、Ｔｕの３人、

後頭部ではＨａ、Ｓａ、Ｍａ、Ｈｓの４人において左側が

低い傾向を示している。

同様にＦｉｇ．１１は、非鍛練者の結果を示したもので

ある。鍛練者において左側が低い傾向を示したのに対し

て、非鍛練者では、その傾向がみられず、僅かに、被検

者Ｈｏの前頭部と後頭部に鍛練者と同様の傾向がみられ

る。

これらを平均して、鍛練者と非鍛練者について各部位

を比較したのがＦｉｇ．１２である。

まず、鍛練者において前頭部ではほとんど差はみられ

ないが、中心部においてＣ３＜Ｃｚ＜ｑ､後頭部において

０，＜０２といずれも左側において低い値を示している

ことがわかる。後頭部については、１冊水準で有意な差

が認められた。

しかし、非鍛練者については、その傾向が認められな

い｡

次に、前頭部と後頭部について相対的に比較すると、

鍛練者では、後頭部の値が前頭部に比べて低い傾向を示

している。しかし、非鍛練者では、その傾向が認められ

なかった。いずれにおいても有意な差は認められなかっ

たが、鍛練者と非鍛練者における運動イメージに伴なう

α波の変化が部位的に異なっていることを示唆している。
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金城：迎勤イメージに伴なう脳波成分の変動
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ComparisonofaIphawaveschangebetw“、
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Ｔａｂ］３は、鍛練者について得意種目と不得意種目に

分け、α波の変化を比較したものである。被検者個々人

について差が認められるが、表からわかるように、得意

種目と不得意種目において一定した変化は認められない。
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実験中、各運動イメージについて、被検者に対して内

省を詳細に報告させたが、Ｔａｂｌｅ４は、この内省報告と

α波の変化の関係を比較したものである。

図の中で、Ａと記されているのは、「被検者自身が運

動しているイメージをかＩｋＤ鮮明に浮かんだ場合」であ

る。

内省報告Ａと内省報告Ａ～、のα波の変化に有意な差

Iま認められなかった。（Ｆｉｇ．１３～Ｆｉｇ．１６）
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Ｂ－２ｏ波．β波の変化について

Table､5は､鍛練者について(1).､⑪の各運動イメージ

を平均して全体的に、０波の変化について示したもので

ある。

表からわかるように、被検者個々人において差がみら

れるが、平均値のうえでは、各部位とも減少の傾向を示

している。また、左右差についてみると、中心部、後頭

部において左側が低い傾向を示している｡これは、α波

と同様の傾向である。

Table、６は、非鍛練者における６波の変化を示した

ものであるが、鍛練者にみられるような傾向はみられな

かつた。

Ｔａｂｌｅ、７は､鍛練者におけるβ波の変化を示したも

のである。

各部位における左右差についてみると、これでは、前

頭部においても左側の方が右側に比べて低い傾向を示し

ている。

Table，８は、同様に非鍛練者におけるβ波の変化を

示したものである。

中心部において、鍛練者と逆の傾向を示し、右側が左

側に比べ低い傾向を示している。

Tａｂｌｅ５

Ｃｈａｎｇｅｏｆｔｈｅｔａｗａｖｅｓｉｎｒｅｓｐｅｃｔｉｖｅleadwith
motorimagerymrained）

FronlalCenlral -0ccipiIal
F３Ｆ４Ｃ３ＣｚＣ４０１０２

－￣－－－－－￣￣￣ｒ

Ｈａ９３､７９４．３９１．８９１．２９２４８２．７８６７

Ｍａ９３３８９８９０．３９０２８８５８２．１８４７

Ｈｓ９６．３９７２９７．０９５．９９８０９７．６９４．５

Ｓａ９９５１０１．２９２．８９５．９９７．５９１．７１０１６

Ｔｕ７６．２７６０６８．３７３．３７４２６３４６４１
－－－－－

Ｘ９１８９１．７８８．０８９３９０．１８３．５８６３

s、９．０７９．７１１１．３１９．３２９.７２１２９７１４１１

Tａｂｌｅ６

Ｃｈａｎｇｅｏｆｔｈｅｔａｗａｖｅｓｉｎｒｅｓｐｅｃｔｉｖｅ［ｅａｄｗｉｔｈ
ｍｏｔｏｒｉｍａｇｅｒｙ（untrained）

Fr0n1alCen1ral OcciPi1al

F3ＲＣ３ＣｚＣ４０１０２
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

Ｈ0１０００１１０８１０４．２１０４０－１０２２１０８．６

Ｈｉ９９９９８８９９．１９９１９５８１００８９３．５

１ａ９２０９３１９５．０９２２９２５９７８９７０
－－-－－￣--￣￣￣￣￣￣-－￣－－

Ｘ９７．３１００９９９．４９８４９４０１００３９９７

Ｓ､０４．５９９．０３４．６１５．９３２．５５２２５７９０

－１２４－



金城：運動イメージに伴なう脳波成分の変動

Ｔａｂｌｅ７

Ｃｈａｎｇｅｏｆｂｅｔａｗａｖｅｓｉｎｒｅｓｐｅｃｔｉｖｅｌｅａｄｗｉｔh
motorimagerymrained）

Ｆ｢onlaICenIralOccipiIal

Ｆ３ Ｆ４ Ｃ３ ＣｚＣ４ ０１ ０２
￣￣－－－￣￣

９７．１９７．８１００．１９６９１００９１００.1100.0

102.3102.8102.8103.3104.９９３．８－

９５．８９７．０９６．２９５．９１００１１０１.31080

123.7118.5122.1118.7133.９１１０．５１１３．９

５３．１７９．２６７．１７７．３８２．５８３．０８９．０
￣￣￣－－￣￣

９４．４９９．１９７．７９８．４１０４．５９７．７１０２.７

２５．６７１４．０７１９７８１４．９１１８．５８１０.１７１０，７８

Ｈａ

Ｍａ

Ｈｓ

Ｓａ

Ｔｕ
￣

Ｘ

ｓｍ

Tａｂｌｅ８

Ｃｈａｎｇｅｏｆｂｅｔａｗａｖｅｓｉｎｒｅｓｐｅｃｔｉｖｅ［eadwith
motorimagery（untrained）

FmnlaICenlralOccipilal
-

￣＝－－－－－－－－－－

Ｆ３Ｆ４ Ｃ３ ＣｚＣ４ ０１ ０２
－－￣－－－－－－

Ⅱ0８９．５９９．２９４．７９５．２－－８５．８１０４．８

Ｈｉ９０．０９９１９９．３９８．０９２．８１００８９５．６

Ｔａ９２，８－－１１４．３９６．６９７．０１０４．７１０４．２
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＝－￣￣

Ｘ９０．８９９．２１０２．８９６．６９４．９９７．１１０１．５

Ｓ､、１．７８０．０７１０２５１．４０２．９７９．９８５．１５
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考察 視覚的なイメージにおいてもα波の有意な抑制力認めら

れた。逆に、視覚性注意集中においてα波の抑制度がも

っとも小さかった被検者については、視覚的なイメージ

において有意な増加が認められた。

これはα波が視覚過程と関係するというＡｄｒｉａｎ、

Ｍａｔｔｈｅｗｓ（1934）、の見解と一致する。このこと
については、Short（1953)１２も同様の知見を述べて

おり、被検者が視覚的イメージを用いたときα波がブロ

ックされる傾向にあるが、被検者が内語性運動イメージ

を用いたときはα波が持統される傾向を示したと報告し

ている。

第２実験において､①~⑩のイメージを描いた際のα

波の変化を汎性的に確かめた結果鍛練者、非鍛練者Iこか

実験１においては、１０項目の動作のイメージおよび、

視覚性注意集中に伴なうα波の変化を記録し、これを、

さらに単一な動作イメージ、視覚的なイメージ、言語

的なイメージ、複合的な動作のイメージ、視覚性注意集

中の６項目に分類し比較検討した。

本実験の結果、動作イメージでは、被検者によって､Ｕ

波の増加を示す者、減少を示す者と必ずしも一様な変化

を認めることはできなかった。

しかし、視覚性注意集中においては、被検者全員に有

意なα波の抑制がみられた。また視覚性注童集中におい

てもっともα波の抑制度が大きかった被検者については、
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有意な変化は認められなかった。これは、ＭｃＧｒｅｇｏｒ

らの知見と異なる。

次に、第１実験、第２実験を通して運動イメージに伴

なうα波の変化について、その左右差を比較した結果、

鍛練者については、安静時に対する相対的なα波の変化

が右側よりも左側において低い傾向がみられた。しかし、

非鍛練者では、その傾向がみられず、むしろその逆の傾

向を示した。これについて、運動と言語・意識という観

点から考察するのも意義があると思われる。

スペリー151は、脳梁を切断した２名の患者のその回

復後における行動について報告している。それによると、

この２名の患者は、行動の上で大きな障害をもっている

ことが観察され、それは、言語がつねに一側の半球で司

られていることによるとしている。つまり、この２名の

愚者の優位半球は左側であり、優位半球と連絡を断たれ

た劣位半球は、功妙に運動を抑制し、物の形を認知でき

るように見えるが、本人はそのことを一切言語によって

表現できなかったと報告している。また、スペリーは、

その後の実験において用いた２０名の被検者についても、

言語の優位半球が左半球であったことを報告している。

Ｆｌｅｉｓｈｍａｎ．Ｅ、Ａ・劇は、身体運動の抑制に関して、

卿IiRhが受容されて反応が生じるまでの過程には、反射的

なものに関する経路と大脳皮質を通る経路があるが、大

脳皮質の経路には、運動によって生じる自己受容性感覚

を記憶する系とそれを言語の形で記憶する系があるとい

う運動記憶に関する仮説を述べている。

また、藤田51は、このことから運動をイメージ化する

ことは、言識的に言語系列の記憶を呼び起こすことであ

ると述べ、それによって、直接的感覚の記憶としての連

動に関する自己受容性感覚の記憶を呼び起こすことが可

能であると述べている。

これらのことから、鍛練者において、α波がより左側

において抑制されている傾向力認められる本実験の結果

は、運動と言語のつながりを示すものと推察される。

左右差については、０波、β波においてもα波の変化

と同様に左側が低い傾向にあった。しかし、０波、β波

の変化と連動イメージについて扱った研究がないため、

ここでは結果のみを記しておくことにする。

かわらず、安静時に対する相対的なα波の変化は、次の

３つに分類されるように思える。

（１）①へ⑩(非鍛練者①~③）のイメージのα波の変

化が、全体にわたって増加する者

（２）それぞれのイメージの変化が、種類によって、増

加および減少を示した者

（３）全体にわたってα波が減少した者

ＧｏＩｌａＨｕｔｔｏｕＷａｌｔｔｅｒ（１９４３）131は、成人の

α波をＭ、Ｒ・Ｐの３つのタイプに分類している。それ

によると、Ｍタイプは思考において主に視覚的イメージ

を用い、Ｐタイプは主に聴覚性、運動感覚性のイメージ

Ｒタイプでは、必要に応じて視覚、聴覚のどちらかを用

いることを報告している。

Ｓｌａｔｔｅｒ（１９６０）１０は､被検者に視覚的なイメージ

を用いた場合と聴覚的イメージを用いた場合におけるα

波の変化を比較した結果、視覚的イメージの場合は、α

波の減少がみられるのに対して、言語的なイメージでは

それが認められなかったと述べている。また視覚的イメ

ージの優越したものは、安静時のα波が低握幅を示し、

運動感覚性の優越したものについては、安静時のα波が

高振幅を示したとしている。この場合、前者は、視〕;u1勺

イメージによってはっきりαブロッキングが認められた

ことを報告した。

藤田５）は、彼の実験結果からこのイメージ型につい

て、鍛練者ではＰタイプ、非鍛練者ではＭタイプにそれ

ぞれ属するであろうと述べ、これを鍛練効果からみると

ＭタイプからＰタイプの方向に現われると仮定した。

そこで、本実験の結果をこのイメージ型で考えてみる

と、前述の３つのグループにおいて、(2)を示した者につ

いてはＭタイプ、(3)を示した者についてはＰタイプに属

するものと思われる。しかし、鍛練者、非鍛練者にかか

わらず(2)を示した者が最も多かったことは、藤田の知見

と異なる。

次に、得意種目と不得意種目について、イメージに伴

なうα波の変化を各導出部位において比較検討したが、

両者において差は認められなかった。著者は、習熟した

と考えられる運動のイメージに伴なうα波の変化には、

実際の遂行時においてα波が再現されることと同様の結

果が得られるのではないかと考えたが、上記の結果は、

それを指示するものではなかった。

ＭｃＧｒｅｇｏｒ（１９５７）Dらは、内省報告によってイメ

ージの形態、動きなどの鮮明度を決定した結果、α波の

抑制通は、このイメージの鮮明度に機能すること、およ

び、高度の思考過程や複雑な思考は、α波の増加を示す

ことを報告している。本実験においても、内省報告から、

イメージの鮮明度によりα波の変化について比較したが、

要約

本研究では、各種の運動イメージに伴なう脳波成分の

変化について、種々のイメージとの比較、鍛練者と非鍛

練者との比較、鍛練者における得簿種目と不得意種目に

ついて比較をそれぞれについて行なった結果、次のよう

なことが得られた。

１．第１実験において単一な動作イメージと複合的な
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動作のイメージについてのα波の変化を比較した場

合、被検者によって異なり一様な変化を示さなかっ

た。

しかし、視覚的なイメージにおける変化と視覚性

注意集中における抑制度に相関がみられた。

2．第２実験において、運動イメージに伴なうα波の

変化を各導出部位平均して汎性的にみた場合、鍛練

者、非鍛練者にかかわらず、次の３つのグループに

分類された。

（１）個々のイメージ全体にわたってのα波の増加

を示した者

（２）イメージの種類によって増加、および、減少

を示した者

（３）全体にわたって減少を示した者

3．鍛練者については、得霜t種目と不得意種目につい

てα波の変化を比較した結果両者に顕著な差はみら

れなかった。

4．第１実験、第２実験を通して鍛練者と非鍛練者に

おいて、各導出部位の左右差について比較した結果、

鍛練者では、左側においてα波が抑制される傾向に

あったが、非鍛練者では、その傾向がみられなかっ

た。

また、これは、０波、β波においても同様に、鍛

練者では、左側がより抑制される傾向がみられた。

(5)藤田厚：空間の認知と運動制御、Ｐ１９９～242

不味堂、１９７４

(6)Short，Ｐ.Ｌ、ａｎｄWalter，Ｗ:Grey，

Therelasbonshipsbetweenphysiorogical

variableandstereognosis・EEGCIiu

Neurophysio１．，１９５４，６:２９－４４．

(7)Ｗａｌｔｅｒ１ＲＯ・andYeageroC．Ｌ、：

Visualimageryandelectroeucephalogra‐

phicchangesEEGClin，NeurophysioL，

１９５６，８：１９３－１９９

(8IMeGregor，Ｐ・ａｎdCosteUo，Ｇ、Ｇ､､

Therelatibnshipsbetweensomeaspects

ofvisualimageryandthealpharhythm、

ＪＭｅｎｔＳｃＬ１０３:７８６，１９５７．

(9)Scheich，HandSimonova，Ｏ：

Parawetersofalphaactivityduringthe

performanceofmotortask，EEGC1in
Neurophgsiole，１９７１，３１:３５７－３６３

０m根本哲郎、荻原群次：身体トレーニング中の

脳波の変化、体力科学、３０～４３２６：１９７７．

０UAdrian，Ｅ・nandMatthews，Ｂ、Ｈ，

Ｃ・TheBergerrhythw：potentialchanges
fromtheoccipita］ｌｏｂｅｓｉｎｍａｎ，Brain、
１９３４．５７３５５－３８５．

０２Short，Ｐ．Ｌ、Theobjectivestudyof

menta］imagery,Bri.』・PsvchoL195

３，４４:３８－５１．

０３Golla，Ｆ､，Hutton，Ｅ、Ｌ,ａｎｄＷａｌ‐

ter，Ｗ・Grey・T1IeobjectivestudVof

mentalimageryPhysiologicalconcowi‐

ｔａｎｔｓＴ,Ment､ＳＣｉ.,１９４３，８９：２１６－２２３．

MSIatter，Ｋ，Ｈ､：Alpharhythmsand
mentalimagery・ＥＧＣｌｉｎ・Neuro‐

physioL12:851,1960.

0，スペリー：優位および劣位の大脳半球２０６－

２１６共立全書、１９７７：脳一その構造と働き－

Ｊ．Ｃ、エクルグ署.「よりびき」

O0Cagne，ＲＭｂａｎｄＥ・AFleishman8

PsychologyandHamanPerformance，
３０－４９．１９５９．

（本研究は、筑波大学大学院修士論文として提
出したものである｡）
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